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  本研究は，⽊材の主要成分であるセルロースに
様々な電気的な性質を付与するため，様々な化学処理
や物理的な処理を⾏い，機能性発現を⽬指していま
す。
  これまでの研究で，電気を蓄える性質が最も⾼い
のはシアノエチル化セルロースであることが明らかに
されています。天然⾼分⼦由来の中では最も⾼い値を
⽰しています。ただし，⽔分を吸湿したり，または⾼
温になるとせっかく蓄えた電気を放出してしまうこと
やフィルムにすると脆いという⽋点があります。そこ
で，いろいろな処理を⾏うことで，これらの⽋点の改
善に取り組んできました。
  吸湿性については，表⾯にフッ素コーティングを
⾏うことで，フィルムの吸湿を防ぐことができるよう
になりました。さらに絶縁性の低下を防ぐためには，
セルロースフィルム中に誘電率の⾼い粒⼦BaTiO3など
を空間的に均等に⼊れることで達成されることが分か
りました。
  さらに複合したフィルムに⾼温で数kVの⾼電圧を
加えた場合，電気的な性能が⼤きく改善されます（表
１）。温度変化を与えてフィルム表⾯の電荷量が変化
する性質を焦電性と呼びます。図１のように，温度を
次第に上げていくと表⾯に現れる電荷量が変化し，複
合していないフィルムに⽐べ数倍の差が出てきます。
このような焦電性を実⽤⾯に応⽤すれば，温度センサ
ーフィルムヘの利⽤が考えられます。その他に，⼒を
加えると電気が発⽣する圧電性も向上します。
  ただし，現在まだ解決しなければならない部分が
多く残されて・います。例えば，センサーへの応⽤を
考えると早い温度変化に追従できないこと，さらに特
性を発現させる処理には⾮常に⾼い電圧を必要として
いることです。

 

表１．誘電率と圧電率の複合・⾮複合フィルムの⽐較

 

図１． 複合・⾮複合フィルムの焦電性の⽐較
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